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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
及
び
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
及
び
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
国
の
状
況
を
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
米
国
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
及
び
フ
ラ
ン
ス
が
、
御
指
摘
の
「
全
額
公
費
負
担
で
五
回
を
超
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
国
民
に
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
国
」
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
参
考
資
料
に
付
さ
れ
た
論
文
の
内
容
は
、
日
本
人
に
も
当
て
は
ま
る
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
、
我
が
国
に
お
け
る
御
指
摘
の
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
Ｘ
Ｂ

Ｂ
．
一
．
五
）
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
に
当
た
り
、
御
指
摘
の
「
参
考
資
料
に
付
さ
れ
た
論
文
の
内
容
」
を
踏
ま

え
、
調
査
・
分
析
し
、
令
和
五
年
九
月
七
日
に
公
表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

二
）
の
変
異

株 

Ｅ
Ｇ
．
五
．
一
系
統
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
Ｘ
Ｂ
Ｂ
．
一
．
五
系
統
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
中
和
抗
体
は
、

Ｅ
Ｇ
．
五
．
一
に
対
し
て
も
Ｘ
Ｂ
Ｂ
．
一
．
五
と
同
程
度
に
効
果
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る



 

２ 

 

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
参
考
資
料
に
付
さ
れ
た
論
文
」
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
効
果
は
、
特
定

の
人
に
対
し
て
の
み
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
二
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
株
に
関
す
る
検
討
会
に
お
い

て
、
「
流
行
株
の
成
分
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
は
、
流
行
株
に
対
し
て
よ
り
高
い
中
和
抗
体
価
の
上
昇
と
と
も
に
、
よ
り
強
い
記

憶
リ
ン
パ
球
の
誘
導
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
重
症
化
予
防
効
果
は
も
と
よ
り
、
発
症
予
防
効
果
へ
の
寄
与
も
期
待
さ
れ

る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
御
指
摘
の
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
Ｘ
Ｂ
Ｂ
．
一
．
五
）
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
し
た

接
種
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
検
討
会
で
示
唆
さ
れ
た
効
果
を
よ
り
一
層
裏
付
け
る
た
め
に
御
指
摘
の
「
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
（
Ｘ
Ｂ
Ｂ
．
一
．
五
）
対
応
一
価
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
人
に
接
種
し
た
場
合
に
お
け
る
重
症
化
予
防
の
効
果
」
に
つ

い
て
、
国
内
外
の
科
学
的
知
見
の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
繰
り
返
し
接
種
し
た
場
合
に
お
け
る
安
全
性
や
有
効
性
」
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
、
医

療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
等
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器



 

３ 

 

総
合
機
構
に
お
い
て
、
承
認
等
を
申
請
し
た
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
る
安
全
性
及
び
有
効
性
に
関
す
る
臨
床
試
験
の
結
果
等
に

つ
い
て
の
審
査
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
審
査
等
の
情
報
等
に
基
づ
き
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会

医
薬
品
第
二
部
会
に
お
い
て
、
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
四
年
十
月
十
九
日
の
同
部
会
に
お
い
て
、
過
去
の
接

種
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
回
の
接
種
を
終
え
た
時
点
か
ら
三
か
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
の
接
種
が
可
能
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
（
以
下
「
新
型

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
」
と
い
う
。
）
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ

る
症
状
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
師
等
か
ら

厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売
業
者
等
か
ら
同
大
臣
に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
新
型

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
開
始
以
降
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
等
に
基
づ
き
、
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ

ク
チ
ン
分
科
会
副
反
応
検
討
部
会
及
び
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
医
薬
品
等
安
全
対
策
部
会
安
全
対
策
調
査
会

（
以
下
「
合
同
部
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
複
数
回
の
接
種
の
安
全
性
も
含
め
、
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
令



 

４ 

 

和
五
年
十
月
二
十
七
日
の
合
同
部
会
に
お
い
て
、
現
時
点
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制

に
影
響
を
与
え
る
重
大
な
懸
念
は
認
め
ら
れ
ず
、
引
き
続
き
国
内
外
の
情
報
を
収
集
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
を
継

続
し
て
よ
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
評
価
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
御
指
摘
の

「
十
年
後
な
ど
の
長
期
を
経
た
場
合
に
お
け
る
安
全
性
」
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
評
価
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
御

指
摘
の
「
十
年
後
な
ど
の
長
期
を
経
た
場
合
」
に
お
け
る
「
有
効
性
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で

は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
滞
留
」
は
解
消
さ
れ
た
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
予

防
接
種
に
係
る
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
健
康
被
害
救
済
制
度
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
十
一
月
十
三
日
時
点

で
、
国
に
進
達
さ
れ
た
九
千
三
百
二
十
八
件
の
う
ち
五
千
八
百
三
十
六
件
の
審
査
が
終
了
し
、
未
処
理
案
件
が
三
千
四
百
九

十
二
件
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
審
査
の
迅
速
化
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
十
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、

武
見
厚
生
労
働
大
臣
が
「
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
審
査
会
の
開
催
頻
度
を
確
実
に
増
加
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
審

査
会
を
増
設
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
親
委
員
会
一
つ
の
下
に
、
小
委
員
会
を
作
り
、
こ
の
三
つ
の
部
会
で
更
に
審
査
す
る



 

５ 

 

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
、
四
か
所
同
時
並
行
で
審
査
が
進
ん
で
い
る
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
事
務
局
機
能
の
強

化
も
確
実
に
図
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
健
康
被
害
救
済
制
度
の
申
請
か
ら

審
査
結
果
が
申
請
者
に
伝
達
さ
れ
る
ま
で
に
ど
の
程
度
の
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
国
に
進
達
さ

れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
申
請
を
受
け
付
け
る
市
町
村
が
設
置
し
て
い
る
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
に
お
い

て
、
審
査
に
係
る
資
料
収
集
等
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
調
査
に
要
す
る
期
間
は
各
市
町
村
に
よ

っ
て
異
な
る
こ
と
等
か
ら
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
申
請
者
に
対
し
て
審
査
状
況

を
知
ら
せ
る
仕
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
該
制
度
の
申
請
窓
口
で
あ
る
市
町
村
を

通
じ
て
厚
生
労
働
省
に
照
会
が
あ
っ
た
際
に
は
、
御
指
摘
の
「
審
査
会
」
で
審
査
が
さ
れ
た
か
否
か
等
に
つ
い
て
、
同
省
か

ら
当
該
市
町
村
を
通
じ
て
申
請
者
に
回
答
を
行
っ
て
い
る
。 


